
刀
か
ら
出
た
主
な
言
葉 

切
羽
つ
ま
る 

反
り
が
合
わ
ぬ 

も
と
の
鞘
に
お
さ
ま
る 

伝
家
の
宝
刀 

縞
を
削
る
戦
い 

鍔
ぜ
り
合
い 

鞘
当
て 

焼
を
入
れ
る 

焼
が
甘
か
っ
た 

焼
が
鈍
っ
た 

懐
剣 

目
貫
通
り 

地
金
が
出
る 

土
壇
場 

お
っ
と
り
刀 

抜
き
差
し
な
ら
ぬ 

抜
い
た
ら
最
後 

切
れ
味
が
よ
い 

身
か
ら
出
た
錆 

抜
き
打
ち 

快
刀
乱
麻
を
断
つ 

真
剣
に
取
り
組
む 

真
剣
勝
負 

一
刀
の
も
と
に 

単
刀
直
入 

一
刀
両
断 

両
刀
づ
か
い 

大
上
段
に
ふ
り
か
ぶ
る 

太
刀
打
ち
で
き
な
い 

横
槍
を
入
れ
る
助
太
刀 

両
刃
の
剣 

大・小 一腰の銘（照重） 
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◇
散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

 
Ｊ
Ｒ
西
八
王
子
駅
か
ら
長
房
、
横
川

界
隈
の
凡
そ
五
㎞
の
行
程
。
甲
州
街
道
分

岐
点
を
右
へ
、
南
浅
川
の
東
横
川
橋
を
渡

り
左
へ
。
競
馬
場
跡
に
建
つ
富
士
森
高
校

を
見
な
が
ら
川
沿
い
に
横
山
橋
を
過
ぎ
て

旧
京
王
線
橋
脚
跡
へ
。
さ
ら
に
、
旧
東
京

陸
軍
幼
年
学
校
跡
地
だ
っ
た
長
房
団
地
を

北
へ
、
現
在
国
指
定
の
史
跡
公
園
、
船
田

石
器
時
代
遺
跡
へ
と
歩
く
。 

 

さ
ら
に
船
田
の
子
育
地
蔵
尊
、
つ
い
で

様
を
拝
し
、
八
王
子
城
落
城
で
多
く
の
死

者
を
葬
っ
た
洞
生
寺
跡
の
供
養
塚
へ
。
そ

し
て
加
藤
鋳
物
師
屋
敷
跡
を
通
り
、
横
川

の
日
吉
神
社
へ
。
拝
礼
の
後
、
丘
陵
地
を

東
へ
下
り
、
下
原
刀
匠
照
重
の
山
本
家
を

見
て
、
下
原
公
園
に
到
着
。 

 

昼
食
後
、千
本
木
会
館
が
あ
る
神
明
社
、

乙
骨
屋
敷
跡
へ
。
城
山
川
沿
い
か
ら
北
浅

川
合
流
地
点
に
点
在
す
る
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ

化
石
を
見
学
。
さ
ら
に
南
下
し
な
が
ら
弁

天
池
公
園
、
横
川
楳
子
宅
か
ら
ぽ
っ
く
り

様
の
龍
泉
寺
、
吉
祥
院
へ
。
西
八
王
子
に

戻
り
、
解
散
。 

①
甲
州
街
道
分
岐
道
標 
 
 
 
 

 
 

 

並
木
町
（
桑
志
高
校
近
く
） 

八
王
子
の
古
地
図
を
見
る
と
、
東
の
新

町
付
近
と
西
の
並
木
町
付
近
が
枡
形
に
成

り
一
里
塚
が
建
っ
て
い
る
事
が
わ
か
る
。 

並
木
町
は
東
の
大
和
田
橋
付
近
（
新
町
）

か
ら
甲
州
街
道
沿
い
の
横
山
町
、
八
日
市

町
、
八
幡
町
、
追
分
か
ら
千
人
町
へ
と
続

く
街
並
み
の
西
端
を
画
す
る
出
入
口
で
、

江
戸
期
に
は
宿
場
町
の
境
を
な
し
て
い
て

「
御
料
傍
示
杭
」
が
あ
り
、
西
が
散
田
村

と
さ
れ
て
お
り
町
と
村
の
境
界
地
で
あ
っ

た
。 江

戸
時
代
は
宿
場
街
を
西
に
進
ん
で

き
た
道
の
正
面
に
一
里
塚
と
地
蔵
堂
が
あ

り
、
そ
の
地
蔵
堂
の
脇
か
ら
小
道
が
あ
っ

て
、
蛙
合
戦
で
知
ら
れ
る
古
刹
真
覚
寺
へ

通
じ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
一
里
塚
に
は

右
、
髙
尾
山
、
左
、
真
覚
寺
と
刻
ま
れ
、

現
在
の
一
里
塚
は
昭
和
五
十
六
年
（
一
九

八
一
）
十
一
月
に
再
建
さ
れ
北
側
に
移
さ

れ
て
い
る
。 

 

            

甲州街道分岐道標 昭和二年新道建設時の甲州街道碑 
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●
千
人
町
地
蔵
堂(

廃
堂) 

千
人
町
と
並
木
町
の
境
、
千
人
同
心
峯

尾
佐
治
右
衛
門
持
、
本
尊
地
蔵
菩
薩
（
銅

製
）
享
保
年
間
（
一
七
一
六
～
三
六
）
に

再
建
さ
れ
た
が
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）

多
摩
御
陵
の
設
置
に
伴
う
甲
州
街
道
の
改

修
に
よ
り
廃
堂
と
な
る
。
旧
市
内
で
地
蔵

堂
と
い
え
ば
千
人
町
の
地
蔵
堂
の
こ
と
で
、

八
王
子
宿
（
千
人
町
を
含
め
て
）
の
西
の

出
口
に
あ
た
る
所
に
有
っ
た
た
め
地
蔵
堂

の
代
名
詞
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
た
。
江

戸
期
に
は
堂
の
少
し
西
よ
り
に
一
里
塚
が

あ
っ
た
。 

         

②
旧
京
王
線
橋
脚
跡 

長
房
町
四
五
〇
～
四
五
一 

多
摩
御
陵
線
は
、
昭
和
二
年(

一
九
二

七)

南
多
摩
郡
横
山
村
（
八
王
子
市
長
房

町
）
に
大
正
天
皇
の
多
摩
陵
が
造
営
さ
れ
、

参
拝
者
が
増
え
る
と
と
も
に
、
そ
の
輸
送

の
た
め
に
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
三
月

二
十
日
に
京
王
電
気
軌
道
（
現
、
京
王
電

鉄
）
が
北
野
か
ら
御
陵
前
ま
で
の
六
・
四

㎞
に
敷
設
し
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
二
十

年
（
一
九
四
五
）
一
月
二
十
一
日
廃
止
さ

れ
、
八
月
二
日
の
八
王
子
空
襲
に
伴
い
隣

接
す
る
陸
軍
幼
年
学
校
と
と
も
に
焼
夷
弾

を
受
け
焼
失
し
、
そ
の
歴
史
を
閉
じ
た
。

し
か
し
甲
州
街
道
沿
い
に
架
け
ら
れ
て
い

た
橋
脚
等
は
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）

頃
ま
で
残
さ
れ
て 

撤
去
さ
れ
た
が
、 

い
ま
だ
に
住
宅 

地
に
二
本
の
橋 

脚
が
残
さ
れ
て 

い
る
。 

 

                        

橋脚が二つ見える 旧京王線橋脚跡 

当時の地蔵堂付近 

西 東 

御陵線幻の貴賓車 
500 号車(1931~1944
（改番）) 
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③
東
京
陸
軍
幼
年
学
校
跡 

（
長
房
町
都
営
住
宅
地
） 

都
営
長
房
団
地
の
あ
る
地
域
一
帯
の

台
地
に
は
、
か
つ
て
東
京
陸
軍
幼
年
学
校

が
あ
っ
た
。
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）

四
月
に
開
校
し
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八

月
二
日
の
八
王
子
大
空
襲
に
よ
る
焼
失
閉

校
（
の
ち
廃
校
）
ま
で
わ
ず
か
一
年
四
カ

月
の
短
い
期
間
で
あ
っ
た
が
、
十
三
歳
か

ら
十
七
歳
の
少
年
兵
が
教
育
を
受
け
て
い

た
。 こ

の
大
空
襲
で
焼
夷
弾
を
受
け
建
物

は
全
焼
。
僅
か
に
守
衛
所
が
焼
け
残
っ
た

が
生
徒
（
四
十
七
期
、
四
十
八
期
、
四
十

九
期
）
と
教
官
、
及
び
職
員
の
十
一
名
が

犠
牲
と
な
っ
た
。 

長
房
町
の
東
照
寺
に
当
時
の
生
徒
、
教

員
、
職
員
を
慰
霊
す
る
た
め
の
観
音
像
が

安
置
さ
れ
毎
年
法
要
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

    

                       

京王御陵線山田町東側道路の畑 京王御陵線山田町めじろ台東側 
社紋入りの境界抗 

東京陸軍幼年学校跡 
の杉と梅の木 

東京陸軍幼年学校跡地 
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●
陸
軍
幼
年
学
校 

 

（
長
房
町
都
営
住
宅
地
） 

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
陸
軍
が
士

官
学
校
と
幼
年
学
校
を
設
立
。
中
堅
将
校

を
養
成
す
る
士
官
進
学
者
の
た
め
に
設
立

し
た
特
別
な
中
学
校
で
、
年
少
時
か
ら
軍

人
の
予
備
教
育
を
行
っ
て
き
た
陸
軍
幼
年

学
校
。
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
東
京

に
陸
軍
中
央
幼
年
学
校
と
陸
軍
地
方
幼
年

学
校
が
全
寮
制
と
し
て
開
校
し
四
十
九
年

の
歴
史
が
あ
る
。 

東
京
陸
軍
幼
年
学
校
は
、
昭
和
十
八
年

（
一
九
四
三
）
七
月
か
ら
突
貫
工
事
が
は

じ
ま
り
翌
年
三
月
に
は
戸
山
台
（
東
京
、

新
宿
区
）
か
ら
横
山
村
（
八
王
子
市
、
長

房
町
）
に
移
転
を
し
て
き
た
。
敷
地
は
約

三
十
二
万
㎡
（
十
万
坪
）
、
当
時
の
生
徒
数

は
約
八
百
五
十
名
で
、
小
学
校
を
卒
業
し

た
数
え
年
、
十
三
歳
か
ら
十
七
歳
の
少
年

が
教
育
を
受
け
て
い
た
。
彼
ら
は
「
将
校

生
徒
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。 

  

             
 

            

④
船
田
石
器
遺
跡□

国 

長
房
町
（
中
船
田
公
園
） 

こ
の
地
域
は
、
船
田
、
向
（
む
こ
う
）

と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
、
船
田
向
石
器
時

代
住
居
跡
と
い
う
。
南
浅
川
の
北
側
に
面

す
る
河
岸
段
丘
の
洪
積
地
の
一
部
で
、
今

は
住
宅
地
と
な
っ
て
い
る
が
以
前
は
西
か

ら
東
に
流
れ
南
浅
川
に
注
ぐ
小
川
が
あ
っ

て
水
田
と
な
っ
て
い
た
が
、
峰
開
戸
遺
跡

の
発
掘
が
き
っ
か
け
で
地
元
の
農
民
が
住

居
跡
ら
し
き
石
塊
を
発
見
。 

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
四
月
に
発
掘

し
、
縄
文
時
代
後
期
の
住
居
跡
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
住
居
跡
は
堀
之
内
式
と

呼
ば
れ
東
西
約
四
・
八
ｍ
、
南
北
四
・
九

五
ｍ
の
円
形
で
、
石
で
敷
き
つ
め
ら
れ
中

央
部
に
方
形
の
炉
跡
と
そ
の
中
に
土
器
が

あ
り
、
東
南
の
隅
に
大
型
甕
（
か
め
）（
経

三
十
㎝
高
さ
五
十
四
㎝
）
が
発
見
さ
れ
、

翌
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
一
月
に
国
の

指
定
史
蹟
と
な
っ
た
。 

現
在
は
埋
め
戻
さ
れ
、
遺
跡
記
念
碑
が

建
っ
て
い
る
。 

現在の陸軍幼年学校跡地 陸軍中央幼年学校 
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●
船
田
時
代
遺
跡□

国 
遺
跡
面
積
は
約
二
十
万
㎡
に
及
ぶ
。
現

在
都
営
長
房
団
地
が
建
っ
て
い
る
が
、
団

地
建
設
前
の
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）

と
昭
和
四
十
六
年(
一
九
七
一)

及
び
建
て

替
時
の
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
の
三

次
に
わ
た
り
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。 

結
果
、
縄
文
時
代
か
ら
弥
生
、
古
墳
、

奈
良
、
平
安
の
各
時
代
の
住
居
跡
を
は
じ

め
、
方
形
周
清
墓
と
円
墳
（
横
穴
式
石
室
）

や
土
器
、
土
師
器
、
須
恵
器
、
甕
（
か
め
）・

鍬
（
く
わ
）、
鋤
（
す
き
）、
鏃
（
や
じ
り
）

な
ど
の
多
数
の
出
土
品
や
土
抗
が
発
見
さ

れ
て
い
る
。 

と
り
わ
け
古
墳
時
代
後
期
か
ら
古
代

に
か
け
て
の
住
居
跡
約
四
百
棟
の
大
規
模

集
落
の
跡
が
発
見
さ
れ
、
律
令
制
下
の
武

器
の
鉄
鏃
が
多
数
発
見
さ
れ
る
な
ど
考
古

学
上
注
目
さ
れ
る
。
現
在
は
埋
め
戻
さ
れ

遺
跡
記
念
碑
が
建
っ
て
い
る
。 

   

                       

●
船
田
の
子
育
地
蔵
尊 

 

長
房
町
の
自
由
が
丘
団
地
へ
行
く
手
前

に
船
田
会
館
が
あ
る
。
館
内
に
は
、
新
し

く
作
ら
れ
た
安
産
子
育
地
蔵
尊
が
祀
ら
れ

て
い
る
。
以
前
は
会
館
の
西
側
に
お
堂
が

あ
り
、
そ
の
中
に
安
置
さ
れ
て
い
た
。 

 

こ
こ
の
子
育
地
蔵
尊
は
昔
か
ら
有
名
で
、

安
産
の
た
め
の
腹
帯
を
貸
し
出
す
制
度
が

あ
り
、
遠
方
か
ら
も
お
参
り
に
来
る
女
性

が
多
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
昭
和
二
十

年
八
月
二
日
、
八
王
子
空
襲
で
お
堂
諸
共

焼
失
し
た
。
現
在
は
新
し
い
地
蔵
尊
に
変

わ
っ
て
い
る
。 

          
国指定 船田石器時代遺跡 遺跡公園の船田遺跡 

船田会館 
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●
馬
頭
観
音
と
つ
い
で
様 

 

会
館
東
側
の
覆
屋
の
な
か
に
文
字
塔
の

馬
頭
観
世
音
、
お
つ
い
で
地
蔵
、
そ
れ
に

供
養
塔
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
階
段

途
中
の
東
側
に
は
、
自
然
石
で
二
ｍ
近
く

あ
る
「
馬
頭
観
世
音
菩
薩
」
と
彫
ら
れ
た

碑
が
あ
る
。 

こ
れ
は
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
頃
、

現
在
の
南
浅
川
辺
り
の
市
営
長
房
第
一
団

地
か
ら
都
立
富
士
森
高
校
辺
り
に
競
馬
場

が
あ
り
、
そ
の
付
近
に
馬
頭
観
音
や
供
養

塔
が
あ
っ
た
も
の
を
、
道
路
拡
張
や
区
画

整
理
の
関
係
で
昭
和
十
五
年
こ
の
地
に
移

転
し
た
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

中
央
の
お
つ
い
で
地
蔵
は
、
丸
形
座
像

で
、
お
参
り
は
つ
い
で
の
時
で
良
い
。
因

み
に
、
元
八
王
子
町
石
神
坂
の
お
つ
い
で

様
は
舟
形
立
像
で
あ
る
。 

 

こ
の
他
敷
地
内
の
西
側
に
は
、
船
田
天

満
宮
、
東
に
し
ょ
う
ぎ
井
戸
、
前
庭
の
道

路
ぎ
わ
に
は
船
田
邑
講
中
の
庚
申
塔
、
そ

し
て
幼
年
学
校
に
あ
っ
た
放
鯉
記
念
碑
も

ま
た
戦
後
当
地
に
移
転
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 
             

         

船田町会の子育て像 安産子育地蔵尊碑 

馬頭観音とついで地蔵 供養塔 
石仏の台石が道しるべになっている。 
（向かって右側面） 左 元八王子道 
（向かって左側面） 右 髙尾山道 馬頭観世音菩薩碑 
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●
琴
平
・
山
王
神
社 

祭
神
は
大
物
主
神
、
創
建
は
不
明
。
当

初
、
中
船
田
東
北
部
に
鎮
座
し
て
い
た
。

明
治
の
末
期
、
現
在
の
山
王
神
社
に
合
祀
。 

 

金
比
羅
宮
は
、
香
川
県
仲
多
度
都
郡
象

頭
山
（
琴
平
山
）
の
中
腹
に
あ
る
元
国
幣

社
。
船
人
に
尊
崇
の
金
比
羅
神
を
祀
る
。 

 

山
王
神
社
は
、
滋
賀
県
大
津
市
坂
本
の

日
吉
（
ひ
え
）
神
社
の
別
称
。
最
澄
が
大

和
国
三
宝
山
の
大
三
輪
神
、
す
な
わ
ち
大

物
主
神
を
勧
請
し
、
中
国
の
天
台
山
国
清

寺
の
山
王
祠
に
な
ら
っ
て
神
号
を
山
王
と

奉
り
、
比
叡
山
の
守
護
神
と
し
た
の
に
始

ま
る
と
い
う
。 

                       

 

⑤
洞
生
寺
跡
と
供
養
塚 

 

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
六
月
に
起

こ
っ
た
八
王
子
城
攻
め
の
時
、
前
田
利
家

の
軍
勢
が
月
夜
峰
の
東
側
丘
陵
を
占
拠
し

た
時
の
旗
塚
や
首
塚
跡
が
あ
っ
た
。
又
そ

の
付
近
に
は
明
治
初
年
に
廃
寺
に
な
っ
た

真
言
宗
西
蓮
寺
末
の
横
川
山
洞
生
寺
（
洞

照
寺
）
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

現
在
は
そ
の
付
近
に
新
し
く
不
動
明

王
を
祀
る
小
祠
と
讃
誉
牛
秀
上
人
と
銘
の

あ
る
地
蔵
尊
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
八
王

子
城
が
墜
ち
た
時
、
北
条
側
の
多
く
の
家

臣
が
こ
こ
に
葬
ら
れ
た
こ
と
か
ら
供
養
の

た
め
に
建
立
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。 

 
       

庚 申 塔 

琴平、山王神社 琴平、山王神社本殿 

不動明王 
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⑥
横
川
の

日
吉
神
社 

横
川
町
五
丁
目
九
号 

勧
請 

近
江
国
一
之
宮
日
吉
大
社
西
本
宮 

 

祭
神 

大
已
貴
命 

（
お
お
な
む
ち
の
み
こ
と
） 

創
建 

天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
） 

社
地
は
東
西
三
十
八
間
（
六
九
ｍ
）
、

南
北
二
十
六
間
（
四
七
ｍ
）・
面
積
九
百
八

十
八
坪
（
三
二
七
〇
㎡
）。 

天
正
十
九
年
近
江
国
（
滋
賀
県
）
の
一
之

宮
日
吉
大
社
西
本
宮
を
勧
請
し
た
と
伝
え

ら
れ
る
。 

境
内
付
近
は
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）

頃
、
北
条
氏
照
が
八
王
子
城
築
城
の
た
め

の
石
切
場
と
し
て
用
い
、
八
王
子
城
東
方

の
守
護
神
と
し
て
横
川
の
氏
神
に
し
た
と

伝
え
ら
れ
る
。 

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
六
月
の
八

王
子
城
攻
め
の
時
、
前
田
軍
勢
の
兵
火
に

よ
り
焼
失
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
八

月
に
再
建
さ
れ
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）

社
殿
を
改
修
。
そ
の
後
も
修
復
が
繰
り
返

さ
れ
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
九
月

社
殿
が
再
改
修
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 

 

境
内
に
は
江
戸
末
期
か
ら
明
治
初
期

に
造
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
台
座
に
三
猿
の

あ
る
珍
し
い
庚
申
石
祠
が
あ
る
。
こ
れ
は

石
造
物
と
し
て
、
市
内
最
古
の
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。 

 

延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
の
如
意
輪
観

音
像
と
水
輪
部
の
欠
落
し
て
い
る
五
輪
塔
、

天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
の
地
蔵
と
文
政

元
年
（
一
八
一
八
）
の
観
音
菩
薩
の
四
基

は
、
明
治
初
年
に
廃
庵
に
な
っ
た
唱
入
庵

（
寮
）
と
い
う
阿
弥
陀
堂
の
も
の
で
、
昭

和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
三
月
、
中
央
高

速
道
路
に
架
か
っ
た
た
め
日
吉
神
社
境
内

に
移
さ
れ
た
。 

  

洞生寺跡の供養塚 賛譽牛秀上人 

賛譽牛秀上人石碑 
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●
唱
入
庵
と
如
意
輪
観
音 

唱
入
庵
（
阿
弥
陀
堂
）
（
明
治
初
年
廃

庵
）
は
、
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
頃
に

建
て
ら
れ
た
花
川
（
泉
町
）
の
浄
土
宗
相

即
寺
の
末
寺
（
庵
）
で
、
本
寺
は
芝
（
東

京
、
港
区
）
の
増
上
寺
で
あ
る
。 

観
音
像
は
、
加
藤
鋳
物
師
が
本
寺
で
あ

る
芝
増
上
寺
の
梵
鐘
を
造
り
、
延
宝
元
年

（
一
六
七
三
）
十
一
月
二
十
四
日
に
完
成

し
た
。 

             

⑦
下
原
刀
匠
・
山
本
一
族 

 

戦
国
期
の
永
正
年
間
（
一
五
〇
四
～
二

一
）
大
石
氏
の
招
き
で
、
山
本
但
馬
周
重

が
恩
方
の
辺
名
に
住
み
、
鍛
冶
職
を
始
め

た
と
さ
れ
て
い
る
。
二
代
目
の
周
重
が
恩

方
の
下
原
に
移
り
、
北
条
氏
康
か
ら
「
康
」

の
字
を
い
た
だ
き
「
康
重
」
と
改
名
。
そ

の
弟
の
長
門
周
重
が
分
家
し
て
横
川
下
原

に
住
み
、
氏
照
か
ら
「
照
」
の
字
を
い
た

だ
き｢

照
重｣

と
改
名
。
そ
の
後
、
照
重
の

系
統
で
廣
重
か
ら
、「
武
蔵
太
郎
安
國
」
が

出
る
。
直
系
で
は
な
い
が
「
武
蔵
太
郎
安

貞
」
が
出
て
、
元
八
王
子
の
鍛
冶
屋
敷
で

下
原
刀
の
最
盛
期
を
成
し
た
。
そ
の
頃
す

で
に
一
族
は
十
家
に
な
っ
て
い
た
。 

江
戸
で
は
諸
大
名
、
旗
本
等
の
需
要
に

応
じ
た
力
作
も
多
く
下
原
の
名
は
天
下
に

知
ら
れ
た
。
し
か
し
江
戸
中
期
以
降
に
な

る
と
太
平
の
世
と
な
り
、
江
戸
鍛
冶
の
充

実
に
よ
り
衰
退
す
る
が
下
原
刀
は
幕
末
ま

で
続
く
武
州
唯
一
の
刀
工
集
団
で
あ
っ
た
。 

横
川
に
は
刀
匠
照
重
の
石
碑
が
残
っ
て
い

る
。 

横川の日吉神社 庚申石祠 
石造物では市内最古と考えられる 
台座に三猿が彫られている 

左から五輪塔、如意輪地蔵、観音菩薩 
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●
武
州
下
原
刀
（
鍛
冶
師
） 

 

下
原
鍛
冶
は
、
下
恩
方
下
原
、
横
川
町

下
原
、
元
八
王
子
町
の
鍛
冶
屋
敷
等
に
住

み
鍛
刀
に
従
事
し
た
「
山
本
」
姓
を
名
乗

る
刀
工
の
一
族
の
総
称
で
あ
る
。
室
町
時

代
末
期
か
ら
安
土
桃
山
、
江
戸
時
代
を
通

じ
て
、
周
重
、
康
重
、
國
重
、
外
記
利
長
、

照
重
、
照
廣
、
正
重
、
廣
重
、
宗
國
、
安

國
等
の
刀
工
を
生
み
、
代
々
下
原
鍛
冶
の

伝
統
を
受
け
継
ぎ
幕
末
ま
で
続
く
武
州
唯

一
の
刀
工
群
で
あ
る
。
製
作
さ
れ
た
刀
剣

類
を
通
称
「
下
原
刀
」
と
呼
び
、
古
来
よ

り
実
用
刀
、
武
用
刀
と
い
わ
れ
、
地
鉄
が

剛
く
表
面
光
が
強
い
こ
と
、
そ
し
て
慶
長

の
頃
の
古
刀
期
の
大
部
分
の
も
の
に
「
下

原
肌
」
と
い
わ
れ
る
渦
巻
き
風
の
連
続
紋

が
中
央
部
に
認
め
ら
れ
て
い
る
の
が
特
色

と
さ
れ
て
い
る
。 

                     

⑧
横
川
下
原
公
園 横

川
町
五
丁
目
七
号 

横
川
町
西
部
に
あ
る
、
市
指
定
の
自
然

緑
地
保
全
区
、
面
積
七
千
六
百
四
十
六
㎡
。

園
内
に
は
貴
重
な
欅
（
け
や
き
）
の
林
を

保
存
し
雑
木
林
の
中
は
木
道
の
散
歩
道
が

整
備
さ
れ
、
公
園
の
北
側
は
城
山
川
と
大

沢
川
の
せ
せ
ら
ぎ
の
音
が
聞
こ
え
る
。 

附
近
に
は
そ
の
昔
、
鋳
物
師
「
加
藤
一

族
」
の
鋳
物
工
房
が
あ
っ
た
と
い
う
。 

又
、
近
く
に
は
下
原
鍛
冶
の
刀
匠
「
照

重
」
の
碑
が
あ
る
。 

 

●
加
藤
鋳
物
師 

江
戸
時
代
に
三
多
摩
地
方
に
基
盤
を

置
き
、
梵
鐘
の
製
作
を
中
心
と
し
て
活
躍

し
た
鋳
物
師
が
六
家
あ
っ
た
が
、
そ
の
中

で
加
藤
家
の
鋳
造
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
加
藤
家
は
瀧

原
（
横
川
町
）
の
通
称
「
鍋
屋
敷
」
に
戦

国
期
か
ら
居
住
し
、
北
条
氏
や
徳
川
氏
か

ら
除
地
を
賜
っ
て
い
る
。
徳
川
時
代
に
は

照重家代々の内墓 山本家脇の辻地蔵尊 

市史跡下原刀匠
照重鍛刀の地碑 
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六
郎
兵
衛
、
甚
左
衛
門
、
重
兵
衛
と
い
う

人
が
出
た
が
、
こ
の
三
人
（
加
藤
三
家
）

は
幕
府
か
ら
二
十
一
畝
三
十
二
歩
の
除
地

を
賜
っ
て
い
た
。
又
朝
廷
の
御
鋳
物
師
で

あ
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
。 

加
藤
家
の
造
っ
た
梵
鐘
は
寛
永
三
年

（
一
六
二
六
）
か
ら
嘉
永
五
年
（
一
八
五

二
）
に
至
る
ま
で
約
二
百
三
十
年
間
に
八

十
例
あ
り
、
八
王
子
市
内
を
は
じ
め
多
摩

地
区
に
多
く
、
神
奈
川
や
埼
玉
に
ま
で
及

ん
で
い
る
。
加
藤
家
の
主
な
鋳
造
品
は
甚

右
衛
門
尉
長
重
作
の
寛
永
三
年
（
一
六
二

六
）
大
善
寺
の
梵
鐘
、
甚
右
衛
門
金
吾
尉

吉
重
作
の
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
広

園
寺
の
梵
鐘
、
市
郎
右
衛
門
藤
原
吉
重
作

の
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
真
覚
寺
の
梵

鐘
、
加
藤
六
郎
次
宋
作
の
宝
永
二
年
（
一

七
〇
五
）
八
王
子
神
社
の
青
銅
額
・
甚
右

衛
門
白
鎧
作
の
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）

相
即
寺
の
万
目
供
養
仏
な
ど
が
上
げ
ら
れ

る
。 数

々
の
名
作
を
出
し
た
加
藤
家
の
工

房
跡
は
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
十
一

月
、
中
央
高
速
道
路
に
架
か
っ
た
た
め
に

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
多
数
の

梵
鐘
の
鋳
型
を
始
め
、
鍋
な
ど
の
日
用
品

な
ど
が
出
土
し
当
時
の
仕
事
内
容
が
よ
く

分
か
る
。
現
在
工
房
跡
は
中
央
高
速
道
路

の
下
に
な
っ
て
い
る
。 

                   

                       
横川下原公園内 

刀の光に見立てた日時計 
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⑨
大
楽
寺
の

神
明
社 

大
楽
寺
町
千
本
木 

建
立
以
来
千
本
木
の
産
土
神
と
し
氏

神
の
寄
り
処
に
な
っ
て
い
る
が
、
勧
請
、

創
建
の
時
期
は
不
明
。
祭
神
は
「
石
」
で

伊
勢
皇
大
神
宮
の
遙
拝
所
と
し
て
建
立
さ

れ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。 

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
神
明
社
は

改
築
さ
れ
た
が
、
改
築
す
る
前
の
社
の
棟

札
に
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
十
二
月
三

日
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
村
の
伝
承
ど
う

り
梶
原
景
時
が
千
本
目
の
杉
を
神
明
社
境

内
に
植
え
た
と
い
う
。
弘
化
以
前
か
ら
の

社
で
相
当
古
い
歴
史
を
持
つ
事
に
な
る
。

祭
神
は
伊
勢
皇
大
神
宮
を
祀
っ
て
あ
る
の

で
天
照
大
神
で
あ
る
。 

か
つ
て
神
明
社
境
内
で
大
正
天
皇
の

御
大
葬
の
提
燈
柱
を
立
て
た
時
、
地
下
一

ｍ
の
所
か
ら
石
斧
を
発
掘
し
た
事
が
あ
っ

た
。
又
、
近
く
の
場
所
か
ら
は
、
縄
文
時

代
の
物
と
思
わ
れ
る
、
土
器
と
炊
火
跡
を

発
見
し
た
記
録
も
残
っ
て
い
る
。 

 

              
 

●
千
本
木
の
由
来 

 

鎌
倉
時
代
初
期
の
建
久
年
間
（
一
一
九

〇
～
九
九
）
に
源
頼
朝
の
家
臣
で
あ
っ
た

梶
原
三
平
景
時
が
、
こ
の
地
方
を
治
め
る

時
、
そ
の
所
領
の
村
落
に
杉
と
桜
を
植
栽

し
、
そ
の
最
終
の
千
本
目
の
杉
苗
を
神
明

社
の
あ
る
境
内
に
植
え
付
け
た
こ
と
に
よ

り
、
こ
の
地
を
「
千
本
木
」
と
呼
ぶ
よ
う

に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
杉
が
現
存
す
れ
ば
元
八
王
子
三

丁
目
の
梶
原
杉
（
現
在
残
根
部
の
み
）
と

好
対
。
し
か
し
明
治
十
二
～
三
年
（
一
八

七
九
～
八
〇
）
頃
売
却
。
切
り
倒
さ
れ
、

そ
の
根
株
も
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
一

月
に
神
明
社
再
建
の
折
に
撤
去
さ
れ
た
。 

                 

  

大楽寺の明神社 

横川五丁目にある庚申塔ほか 
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●
乙お

っ

骨こ

つ

屋
敷
跡 

大
楽
寺
町
（
三
村
橋
北
側
付
近
） 

陣
馬
街
道
沿
い
大
楽
寺
町
の
東
端
、
三

村
橋
の
西
南
の
一
角
に
江
戸
時
代
に
五
千

坪
（
一
万
六
千
五
百
㎡
）
の
「
乙
骨
太
郎

左
衛
門
」
の
屋
敷
が
あ
っ
た
。 

（
現
在
中
央
高
速
道
路
が
横
切
っ
て
い

る
） 乙

骨
太
郎
左
衛
門
は
徳
川
家
康
の
家

臣
で
あ
り
、
武
士
で
あ
る
と
共
に
易
に
よ

る
陰
陽
師
で
も
あ
っ
た
と
い
う
。
戦
国
時

代
末
期
、
五
味
と
い
う
姓
で
武
田
信
玄
の

家
臣
で
あ
っ
た
が
、
高
遠
城
落
城
以
後
、

信
濃
国
（
長
野
県
）
諏
訪
郡
乙
事
村
に
隠

居
し
、
名
主
を
勤
め
て
い
た
。 

天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
徳
川
家
康
の

家
臣
と
な
り
、
武
人
と
し
て
数
々
の
功
績

を
あ
げ
る
と
共
に
陰
陽
師
と
し
て
厚
く
信

頼
さ
れ
、
上
意
に
て
乙
事
の
姓
に
改
姓
し
、

天
正
十
八
年(

一
五
九
〇)

十
二
月
家
康
に

お
目
見
え
の
時
、
武
蔵
國
八
王
子
大
楽
寺

村
に
五
千
坪
の
屋
敷
を
拝
領
し
、「
乙
骨
」

の
姓
を
賜
わ
っ
た
。 

そ
の
後
、
太
郎
左
衛
門
は
将
軍
の
警
護

役
の
御
徒
（
お
か
ち
）
と
し
て
江
戸
牛
込

の
御
徒
町
（
お
か
ち
ま
ち
）
に
住
み
、
八

王
子
の
大
楽
寺
に
は
従
臣
で
あ
っ
た
、
清

水
市
兵
衛
が
地
守
と
し
て
住
み
、
以
後

代
々
耕
作
を
続
け
て
い
た
と
い
う
。 

乙
骨
家
の
菩
提
寺
は
、
四
代
ま
で
西
蓮

寺
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
小
石
川
の
寺

に
移
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

初
代
太
郎
左
衛
門
夫
妻
の
墓
は
、
文
政

七
年
（
一
八
二
四
）
甲
斐
国
塩
山
の
恵
林

寺
内
の
、
武
田
二
十
四
将
の
墓
の
中
に
移

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。 

           

●
三
村
橋
に
つ
い
て 

橋
の
位
置
は
八
王
子
市
内
の
西
、
陣
馬

街
道
（
佐
野
川
往
還
又
は
案
下
道
）
交
番

が
あ
り
近
く
を
中
央
高
速
道
が
走
る
。
郷

土
史
を
知
る
人
に
は
乙
骨
屋
敷
跡
の
南
側

と
い
う
と
見
当
が
つ
く
か
と
思
う
。
城
山

川
が
本
流
で
大
沢
川
と
堀
川
が
合
流
し
北

浅
川
に
流
れ
込
む
。
そ
の
昔
、
大
雨
が
あ

る
と
よ
く
洪
水
を
お
こ
し
、
幅
約
十
一
ｍ

の
橋
が
度
々
流
失
し
、
人
々
の
往
来
を
妨

げ
て
い
た
。 

 

き
ち
ん
と
し
た
木
橋
は
、
大
正
初
期
、

橋
に
接
す
る
下
壱
分
方
村
、
大
楽
寺
村
、

横
川
村
の
三
村
の
出
資
で
造
ら
れ
た
。
そ

の
時
に
付
け
ら
れ
た
橋
の
名
前
が
「
三
村

橋
」
と
い
う
。 

そ
の
後
、
陣
馬
街
道
が
ダ
ン
プ
街
道
と

呼
ば
れ
、
昼
夜
大
型
ト
ラ
ッ
ク
や
ダ
ン
プ

が
走
り
、
橋
の
痛
み
も
激
し
く
な
り
、
昭

和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
三
月
に
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
橋
に
な
っ
た
。
十
年
後

の
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
に
は
歩
道
橋

が
設
置
さ
れ
た
。 

乙骨太郎左衛門屋敷位置 
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●
城
山
川
と
大
沢
川 

 

城
山
川
は
、
元
八
王
子
町
三
丁
目
西
端

の
山
間
か
ら
始
ま
り
、
御
主
殿
の
滝
を
通

っ
て
東
北
に
流
れ
、
横
川
町
北
部
で
北
浅

川
に
注
ぐ
約
七
・
七
㎞
の
川
で
あ
る
。
新

編
武
蔵
風
土
記
稿
に
は
、
別
名
山
城
川
と

も
い
わ
れ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

途
中
元
八
王
子
町
三
丁
目
の
林
野
庁
実

習
室
付
近
を
水
源
と
す
る
御
殿
谷
川
と
合

流
す
る
。 

 

大
沢
川
は
、
川
町
の
都
営
八
王
子
霊
園

西
南
部
を
水
源
と
し
、
東
北
に
流
れ
、
弐

分
方
町
を
経
て
、
横
川
町
で
城
山
川
に
注

ぐ
約
三
㎞
の
川
で
あ
る
。「
皇
国
地
誌
」
に

は
別
名
、
川
村
川
、
柳
沢
川
と
も
呼
ば
れ

る
と
記
さ
れ
て
い
る
。そ
し
て
城
山
川
は
、

横
山
町
の
横
山
住
宅
北
側
を
流
れ
る
北
浅

川
へ
と
合
流
す
る
。 

                  

            

⑩
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
の 化

石
林 

 

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
一
月
、

横
川
住
宅
北
の
南
北
浅
川
合
流
地
点
の
や

や
上
流
か
ら
五
百
ｍ
に
渡
る
流
域
で
、
三

十
株
ほ
ど
の
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
の
化
石
林
が

河
床
に
埋
も
れ
た
ま
ま
発
見
さ
れ
た
。 

 

ス
ギ
科
の
落
葉
針
葉
樹
林
で
約
百
七
十

万
年
か
ら
五
百
万
年
前
に
形
成
さ
れ
た
、

新
生
代
第
三
紀
の
地
層
の
中
に
発
見
さ
れ

て
い
る
。 

 

河
原
の
礫
が
流
さ
れ
た
あ
と
に
基
盤
の

大沢川に架かる三村橋 

左 城山川  右 北浅川 

城 山 川 
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地
層
が
露
出
し
、
約
百
五
十
万
年
か
ら
二

百
万
年
の
大
矢
部
火
山
灰
層
に
あ
た
る
砂

質
泥
岩
の
中
に
化
石
林
と
な
っ
て
い
た
も

の
。
太
さ
が
直
径
二
ｍ
以
上
に
及
ぶ
も
の

も
あ
っ
た
。更
に
今
後
の
発
掘
調
査
で
は
、

立
木
も
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。 

地
形
的
に
は
、
関
東
平
野
が
出
来
る
前
の
、

関
東
山
地
の
裾
ま
で
太
平
洋
の
海
岸
で
あ

っ
た
頃
の
地
層
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
こ
の
河
床
か
ら
約
二
百
三
十
万
年 

前
の
象
の
牙
、
一
・
八
ｍ
左
右
二
本
、
臼

歯
、
肋
骨
な
ど
多
数
の
骨
類
が
発
見
さ
れ

た
。
こ
の
化
石
は
、
大
型
の
ミ
エ
ゾ
ウ
と

小
型
の
ア
ケ
ボ
ノ
ゾ
ウ
の
中
間
の
大
き
さ

で
あ
っ
た
。
平
成
二
十
二
年
（
二
○
一
○
）

五
月
「
ハ
チ
オ
ウ
ジ
ゾ
ウ
」
と
名
付
け
ら

れ
た
。
こ
の
他
、
八
王
子
の
小
比
企
町
の

湯
殿
川
、
日
の
出
町
、
五
日
市
町
や
昭
島

市
の
多
摩
川
で
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。       

                          

⑪
横
川
弁
天
池
公
園 

 

横
川
橋
公
園
の
南
側
に
横
川
弁
天
池
公

園
が
あ
る
。
以
前
は
鬱
蒼
と
し
た
中
に
泉

が
湧
き
出
た
自
然
豊
か
な
池
だ
っ
た
。
明

治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
、
縄
文
時
代
後
期
の
住
居
跡
、
土

器
、
土
偶
、
石
器
等
多
数
出
土
し
て
い
る
。

ま
た
、
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
に

は
、
横
川
小
学
校
南
東
周
辺
の
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
も
古
墳
時
代
と

奈
良
時
代
の
竪
穴
住
宅
跡
や
墓
、
土
器
、

瓶
等
が
出
土
し
て
い
る
。 

 

古
墳
時
代
後
期
の
集
落
と
し
て
は
、
中

田
遺
跡
（
中
野
町
）
、
船
田
遺
跡
（
長
房
町
）

に
並
ぶ
大
集
落
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

今
は
、
弁
天
池

周
辺
が
整
備
さ
れ
、
憩
い
の
場
所
と
な
っ

て
い
る
。 

      
メタセコイヤの化石林 

（城山川と北浅川の合流地点） 
メタセコイヤの化石林（北浅川） 

八王子象の象牙 
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●
横
川
楳
子

よ
こ
が
わ
う
め
こ

生
家 

（
南
多
摩
高
校
創
立
者
） 

横
川
町
四
七
一 

横
川
家
は
代
々
村
の
名
主
を
勤
め
、
明

治
に
入
っ
て
か
ら
は
、
神
奈
川
県
南
多
摩

郡
第
九
大
区
の
副
区
長
を
勤
め
る
な
ど
、

地
方
の
有
力
者
で
も
あ
り
、
教
育
に
も
関

心
が
強
く
、
当
時
の
学
区
取
り
締
ま
り
に

任
命
さ
れ
て
、
教
育
に
も
功
績
を
残
し
た

名
家
で
あ
る
。 

横
川
楳
子
は
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）

一
月
多
摩
郡
横
川
村
の
名
主
の
家
に
長
女

と
し
て
生
ま
れ
、
当
時
封
建
制
度
が
強
く

個
人
の
権
利
や
自
由
を
認
め
な
い
時
代
。

八
王
子
で
も
女
子
は
殆
ん
ど
機
織
女
に
従

事
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。 

 

教
育
な
ど
に
は
見
向
き
も
し
な
い
世
の

中
に
、
楳
子
は
女
子
教
育
の
先
覚
者
と
し

て
私
立
八
王
子
女
学
校
を
開
設
し
、
八
王

子
付
近
の
女
子
教
育
に
活
躍
し
た
。 

し
か
し
、
し
ば
し
ば
経
営
難
に
あ
い
、
私

財
を
処
分
し
な
が
ら
維
持
し
続
け
た
。 

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
府
立
第

四
高
等
女
学
校
（
現
在
の
都
立
南
多
摩
高

等
学
校
）
の
開
設
に
際
し
て
は
、
す
べ
て

を
東
京
府
に
寄
付
し
て
女
子
教
育
に
幕
を

下
ろ
し
た
。 

生
涯
を
女
子
教
育
に
貢
献
し
た
横
川

楳
子
は
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
一

月
三
日
、
七
十
三
歳
の
生
涯
を
と
じ
た
。 

 

昭
和
十
一
年
三
月
、
教
え
子
ら
が
横
川

楳
子
の
偉
勲
を
称
え
、
南
多
摩
高
等
学
校

の
校
庭
に
胸
像
を
つ
く
っ
た
。 

             

横川弁天池公園 

横川楳子生家 
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⑫
桃
源
山

龍
泉
寺 

長
房
町
一
六 

 

宗
派 

浄
土
宗 

本
尊 

阿
弥
陀
如
来 

寺
宝 

聖
観
音
菩
薩
像
・
馬
鳴
菩
薩
像 

開
山 

方
誉
来
給
上
人 

開
基 

北
条
氏
照 

開
創 

永
禄
元
年
（
一
五
五
八
） 

寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
本
堂
再
建
、

千
人
同
心
の
香
華
寺
（
祈
願
寺
）
と
し
て

隆
盛
を
極
め
た
。
江
戸
期
以
来
境
内
に
観

音
堂
が
あ
り
、
八
王
子
八
景
の
「
水
先
観

音
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
明
治
初

年
堂
守
が
不
在
と
な
り
取
り
壊
し
本
堂
内

に
安
置
し
て
い
る
。
ま
た
「
ぽ
っ
く
り
寺
」

と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
こ
の
寺
に
参
詣
す

る
と
安
穏
の
う
ち
に
極
楽
浄
土
に
行
け
る

と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
、
近
隣
・
近
県

か
ら
の
参
詣
者
が
あ
る
。
ま
た
八
王
子
三

十
三
観
音
札
所
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

墓
地
に
は
安
政
か
ら
文
久
の
頃
活
躍
し
た

川
柳
の
「
野
沢
笑
渓
」
の
墓
が
あ
る
。 

境
内
奥
に
は
宝
暦
十
三
年(

一
七
六
三
）

の
銘
が
あ
る
如
意
輪
観
音
が
あ
り
、 

又
、

応
仁
か
ら
文
明
年
間
（
一
四
六
九
～
一
四

八
六
）
の
室
町
時
代
の
板
碑
が
あ
る
。 

              

      

                          
龍 泉 寺  

ご詠歌石碑 野沢笑渓の墓 

ぽっくり観音 

阿弥陀如来挫像 



18 
 

⑬
一
乗
山

吉
祥
院
久
松
寺 

長
房
町
五
八
―
三 

宗
派 

真
言
宗
知
山
派 

本
尊 

大
日
如
来(
金
剛
界) 

開
山 

賢
盛
上
人 

開
基 

源
頼
房
（
頼
源
法
印
） 

開
創 

応
永
年
間 

（
一
三
九
四
～
一
四
二
七
） 

中
興 

宝
樹
房
（
坊
）
行
盛
法
印 

八
王
子
市
日
吉
町
に
あ
っ
た
が
、
享
保

十
五
年（
一
七
三
〇
）
、明
治
二
十
二
年（
一

八
八
九
）
の
火
災
と
昭
和
二
十
年
（
一
九

四
五
）八
月
の
八
王
子
空
襲
に
よ
り
焼
失
、

昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
現
在
地(

長
房

町)

に
移
転
。
吉
祥
院
は
明
治
二
年
に
廃
寺

に
な
っ
た
東
福
院
久
保
寺
と
合
併
し
て
い

る
。
ま
た
戦
前
か
ら
二
十
三
夜
祭
で
知
ら

れ
て
い
る
。
正
月
の
七
福
神
で
は
吉
祥
天

を
加
え
て
八
福
神
と
し
て
い
る
。
尚
、
墓

地
に
は
千
人
同
心
、
石
川
家
の
墓
が
あ
り
、

境
内
に
は
呆
無
観
音
二
十
三
堂
、
三
面
六

臂
地
蔵
、
弘
法
大
師
像
な
ど
が
あ
る
。 

 

                          

                          
吉祥院入口 吉祥天像 

弘法大師像 高尾山飯綱大権現遙拝所 

千人同心石川家の墓 
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◎
参
考
資
料 

・
城
東
俚
談 

 
 
 
 

村
田
光
彦
著 

・
多
摩
の
歩
み 

 
 
 

香
川 

説
著 

・
元
八
王
子
歴
史
研
究 

・
新
編
武
蔵
風
土
記
稿 

・
武
蔵
名
勝
図
絵 

・
皇
国
地
誌 

・
武
蔵
野
歴
史
地
図 

・
長
野
県
諏
訪
市
富
士
見
町
史 

・
由
比
野
第
四
号 

・
八
王
子
市
史
（
下
） 

・
八
王
子
寺
院
め
ぐ
り 

・
植
物
で
見
る
万
葉
の
世
界 

・
多
摩
の
代
官 

・
元
八
王
子
の
歴
史
散
歩
資
料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
山
祐
三
著 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
各
ぺ
ー
ジ 

・
昭
文
社 

・
八
王
子
市
地
図 

・
八
王
子
市
観
光
マ
ッ
プ 

・
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
資
料 
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